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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月9日(2019.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置によるシステム情報を取得するための方法であって、
　第１のシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）ウィンドウを含む異なるシステム情
報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプのシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバッファをコンカレン
トに維持することと、ここにおいて、前記第１のタイプのＳＩＢメッセージはＳＩＢ１メ
ッセージを備える、
　ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信を組み合
わせるための、および前記第１のＳＩＢ１ウィンドウ内の前記ＳＩＢ１メッセージの複数
の繰返し送信を組み合わせるための第２のバッファをコンカレントに維持することと、こ
こにおいて、前記第２のバッファのコンテンツが、前記第１のＳＩＢ１ウィンドウが前記
ＳＩＢ１メッセージの成功した復号なしに終了するときにクリアされ、前記第２のバッフ
ァが、第２のＳＩＢ１ウィンドウ内の新しいＳＩＢ１メッセージの複数の繰返し送信を組
み合わせるために続いて使用される、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも前記新しいＳＩ
Ｂ１メッセージおよび第２のタイプのＳＩＢメッセージを復号することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージが、前記第２のタイプのＳＩＢメッセ
ージを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１つまたは複数の条件が満たされた場合に、異なるＳＩメッセージウィンドウにわたる
前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信の組合せを終了することを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の条件が、
　特定のタイプのＳＩＢメッセージの成功した復号、
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　ＳＩＢ修正期間の満了、または
　所与の時間期間内にＳＩＢメッセージを復号することに失敗すること
のうちの少なくとも１つを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　必須と考えられる１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプを示すリストを維持するこ
とと、
　前記リストに基づいて、特定のタイプのＳＩＢメッセージが必須として示されている場
合に、前記特定のタイプのＳＩＢメッセージを復号することに失敗した後に、ＳＩＢ復号
エラーを宣言することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　必須と考えられる前記１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプが、前記装置の動作モ
ードに少なくとも部分的に依存する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のバッファが、８０ｍｓウィンドウ超にわたる複数のＳＩＢ１メッセージを組
み合わせるために使用される、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ＳＩＢ１メッセージを成功裡に復号した後に、ＳＩＢ１以外のタイプのＳＩＢメッセー
ジを組み合わせるために、前記第１のバッファを採用することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバ
ッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信
を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することが、
　前記第１のバッファ中の特定のタイプのＳＩＢメッセージの送信と、前記第２のバッフ
ァ中の前記特定のタイプのＳＩＢメッセージの組み合わせられていない送信とを組み合わ
せるためにコンカレントに維持すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　優先度方式に基づいて、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、どのタイプのＳ
ＩＢメッセージを記憶すべきかを決定すること
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記優先度方式は、
　第１の優先度のＳＩＢメッセージよりも高い第２の優先度のＳＩＢメッセージのタイプ
が成功裡に復号された
場合に、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度のメッセージの
タイプが記憶されることを規定する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度を有するタイプの１つ
または複数のＳＩＢメッセージを記憶することと、
　前記第２の優先度を有するタイプのＳＩＢメッセージが再び復号される必要があるとき
、前記第１の優先度を有する前記タイプの前記ＳＩＢメッセージが成功裡に復号されたか
どうかにかかわらず、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第２の優先度を
有する前記タイプの１つまたは複数の前記ＳＩＢメッセージを記憶することと
をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　第１のシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）ウィンドウを含む異なるシステム情
報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプのシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバッファをコンカレン
トに維持するための手段と、ここにおいて、前記第１のタイプのＳＩＢメッセージはＳＩ
Ｂ１）メッセージを備える、
　ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信を組み合
わせるための、および前記第１のＳＩＢ１ウィンドウ内の前記ＳＩＢ１メッセージの複数
の繰返し送信を組み合わせるための第２のバッファをコンカレントに維持するための手段
と、ここにおいて、前記第２のバッファのコンテンツが、前記第１のＳＩＢ１ウィンドウ
が前記ＳＩＢ１メッセージの成功した復号なしに終了するときにクリアされ、前記第２の
バッファが、第２のＳＩＢ１ウィンドウ内の新しいＳＩＢ１メッセージの複数の繰返し送
信を組み合わせるために続いて使用される、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも前記新しいＳＩ
Ｂ１メッセージおよび第２のタイプのＳＩＢメッセージを復号するための手段と
を備える、装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　第１のシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩＢ１）ウィンドウを含む異なるシステム情
報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプのシステム情報ブロッ
ク（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバッファをコンカレン
トに維持することと、ここにおいて、前記第１のタイプのＳＩＢメッセージはＳＩＢ１メ
ッセージを備える、
　ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信を組み合
わせるための、および前記第１のＳＩＢ１ウィンドウ内の前記ＳＩＢ１メッセージの複数
の繰返し送信を組み合わせるための第２のバッファをコンカレントに維持することと、こ
こにおいて、前記第２のバッファのコンテンツが、前記第１のＳＩＢ１ウィンドウが前記
ＳＩＢ１メッセージの成功した復号なしに終了するときにクリアされ、前記第２のバッフ
ァが、第２のＳＩＢ１ウィンドウ内の新しいＳＩＢ１メッセージの複数の繰返し送信を組
み合わせるために続いて使用される、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも前記新しいＳＩ
Ｂ１メッセージおよび第２のタイプのＳＩＢメッセージを復号することと
を行うためのその上に記憶された命令を有する、コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　[0076]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らか
になり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　装置によるシステム情報を取得するための方法であって、
　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバ
ッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信
を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することと、
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　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも第１および第２
のタイプのＳＩＢメッセージを復号することと
を備える、方法。
[Ｃ２]　前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージが、前記第２のタイプのＳＩＢ
メッセージを含む、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　１つまたは複数の条件が満たされた場合に、異なるＳＩメッセージウィンドウに
わたる前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信の組合せを終了する
ことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記１つまたは複数の条件が、
　特定のタイプのＳＩＢメッセージの成功した復号、
　ＳＩＢ修正期間の満了、または
　所与の時間期間内にＳＩＢメッセージを復号することに失敗すること
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３に記載の方法。
[Ｃ５]　必須と考えられる１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプを示すリストを維持
することと、
　前記リストに基づいて、特定のタイプのＳＩＢメッセージが必須として示されている場
合に、前記特定のタイプのＳＩＢメッセージを復号することに失敗した後に、ＳＩＢ復号
エラーを宣言することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　必須と考えられる前記１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプが、前記装置の
動作モードに少なくとも部分的に依存する、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ７]　前記第１のタイプのＳＩＢメッセージが、システム情報ブロックタイプ１（ＳＩ
Ｂ１）メッセージを備え、
　前記第１のバッファが、８０ｍｓウィンドウ超にわたる複数のＳＩＢ１メッセージを組
み合わせるために使用される、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記第１のタイプのＳＩＢメッセージが、システム情報ブロックタイプ１（ＳＩ
Ｂ１）メッセージを備え、
　ＳＩＢ１メッセージを成功裡に復号した後に、ＳＩＢ１以外のタイプのＳＩＢメッセー
ジを組み合わせるために、前記第１のバッファを採用することをさらに備える、
Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタ
イプのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第
１のバッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数
の送信を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することが、
　前記第１のバッファ中の特定のタイプのＳＩＢメッセージの送信と、前記第２のバッフ
ァ中の前記特定のタイプのＳＩＢメッセージの組み合わせられていない送信とを組み合わ
せるためにコンカレントに維持すること
を含む、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　優先度方式に基づいて、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、どのタ
イプのＳＩＢメッセージを記憶すべきかを決定すること
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記優先度方式は、
　第１の優先度のＳＩＢメッセージよりも高い第２の優先度のＳＩＢメッセージのタイプ
が成功裡に復号された
場合に、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度のメッセージの
タイプが記憶されることを規定する、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度を有するタイ
プの１つまたは複数のＳＩＢメッセージを記憶することと、
　前記第２の優先度を有するタイプのＳＩＢメッセージが再び復号される必要があるとき
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、前記第１の優先度を有する前記タイプの前記ＳＩＢメッセージが成功裡に復号されたか
どうかにかかわらず、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第２の優先度を
有する前記タイプの１つまたは複数の前記ＳＩＢメッセージを記憶することと
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１３]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバ
ッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信
を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することと、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも第１および第２
のタイプのＳＩＢメッセージを復号することと
を行うように構成された処理システム
を備える、装置。
[Ｃ１４]　前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージが、前記第２のタイプのＳＩ
Ｂメッセージを含む、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１５]　前記処理システムは、１つまたは複数の条件が満たされた場合に、異なるＳＩ
メッセージウィンドウにわたる前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージの複数の
送信の組合せを終了するようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１６]　前記１つまたは複数の条件が、
　特定のタイプのＳＩＢメッセージの成功した復号、
　ＳＩＢ修正期間の満了、または
　所与の時間期間内にＳＩＢメッセージを復号することに失敗すること
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１５に記載の装置。
[Ｃ１７]　前記処理システムは、
　必須と考えられる１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプを示すリストを維持するこ
とと、
　前記リストに基づいて、特定のタイプのＳＩＢメッセージが必須として示されている場
合に、前記特定のタイプのＳＩＢメッセージを復号することに失敗した後に、ＳＩＢ復号
エラーを宣言することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ１８]　必須と考えられる前記１つまたは複数のＳＩＢメッセージタイプが、前記装置
の動作モードに少なくとも部分的に依存する、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第１のタイプのＳＩＢメッセージが、システム情報ブロックタイプ１（Ｓ
ＩＢ１）メッセージを備え、
　前記第１のバッファが、８０ｍｓウィンドウ超にわたる複数のＳＩＢ１メッセージを組
み合わせるために使用される、
Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記第１のタイプのＳＩＢメッセージが、システム情報ブロックタイプ１（Ｓ
ＩＢ１）メッセージを備え、
　前記処理システムが、ＳＩＢ１メッセージを成功裡に復号した後に、ＳＩＢ１以外のタ
イプのＳＩＢメッセージを組み合わせるために、前記第１のバッファを採用するようにさ
らに構成された、
Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ２１]　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１の
タイプのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための
第１のバッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複
数の送信を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することが、
　前記第１のバッファ中の特定のタイプのＳＩＢメッセージの送信と、前記第２のバッフ
ァ中の前記特定のタイプのＳＩＢメッセージの組み合わせられていない送信とを組み合わ
せるためにコンカレントに維持すること
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を含む、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記処理システムが、優先度方式に基づいて、前記第１のバッファ中で組み合
わせるために、どのタイプのＳＩＢメッセージを記憶すべきかを決定するようにさらに構
成された、Ｃ１３に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記優先度方式は、
　第１の優先度のメッセージよりも高い第２の優先度のＳＩＢメッセージのタイプが成功
裡に復号された
場合に、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度のＳＩＢメッセ
ージのタイプが記憶されることを規定する、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記処理システムは、
　前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第１の優先度を有するタイプの１つ
または複数のＳＩＢメッセージを記憶することと、
　前記第２の優先度を有するタイプのＳＩＢメッセージが再び復号される必要があるとき
、前記第１の優先度を有する前記タイプの前記ＳＩＢメッセージが成功裡に復号されたか
どうかにかかわらず、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、前記第２の優先度を
有する前記タイプの１つまたは複数の前記ＳＩＢメッセージを記憶することと
を行うようにさらに構成された、Ｃ２３に記載の装置。
[Ｃ２５]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバ
ッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信
を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持するための手段と、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも第１および第２
のタイプのＳＩＢメッセージを復号するための手段と
を備える、装置。
[Ｃ２６]　前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージが、前記第２のタイプのＳＩ
Ｂメッセージを含む、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２７]　優先度方式に基づいて、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、どのタ
イプのＳＩＢメッセージを記憶すべきかを決定するための手段
をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
[Ｃ２８]　ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、
　異なるシステム情報（ＳＩ）メッセージウィンドウにわたる少なくとも第１のタイプの
システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの複数の送信を組み合わせるための第１のバ
ッファと、ＳＩウィンドウ内の少なくとも第２のタイプのＳＩＢメッセージの複数の送信
を組み合わせるための第２のバッファとをコンカレントに維持することと、
　前記第１および第２のバッファ中のコンテンツに基づいて、少なくとも第１および第２
のタイプのＳＩＢメッセージを復号することと
を行うためのその上に記憶された命令を有する、コンピュータ可読媒体。
[Ｃ２９]　前記少なくとも第１のタイプのＳＩＢメッセージが、前記第２のタイプのＳＩ
Ｂメッセージを含む、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読媒体。
[Ｃ３０]　優先度方式に基づいて、前記第１のバッファ中で組み合わせるために、どのタ
イプのＳＩＢメッセージを記憶すべきかを決定すること
を行うためのその上に記憶された命令をさらに備える、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読
媒体。
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